
高EQ対話を実現する対話知性技術

#B08
#顧客体験(CX)#ステークホルダーとの対話

対話を重ねながら自らの応え方を評価・改善し、状況を考えて発話するAIへ成長します

対話AIが通り相手の発話を表層的にとらえ、個々の相手の立場や状況を考えた応え方ができないという課題があります。
それに対して、AIがAI自身の発話により話し相手のユーザに与えうる影響を人のように発話前に考えた上で発話内容を決定しさ
らにAIが自律的に改善する技術、話し相手の断片的な情報からユーザの背景を理解する技術を実現することで、対話AIがパート
ナーとして人の各種サポートを行えることをめざします。

技術課題 ・ゴール

R&Dフェーズ ｜ 研究　　実用化時期 ｜ FY27-

お問い合わせ：デジタルツインコンピューティング研究プロジェクト

コミュニケーションサービス

人を日常的に支援するAIバディを用いたサービスにおいて、情報提供だけにとどまらないユーザの人となりや立場も踏まえた上
での対話が可能となり、「親しみが沸きやすい」「話しやすい」「自分をわかってくれている」AIバディを実現します。

適用ビジネス/ユースケース

技術ポイント

・AIによる発話内容のEQ評価・高EQ発話プロンプト生成技術、および対
話を通じた自律改善サイクル
・対話からユーザの特徴的な経験を抽出し、出来事に対する解釈などを
含め、ユーザ像を一連の「物語」として構造化

・tsuzumiをベースに、日本語表現や日本的なコミュニケーション特性を考
慮したEQ能力を組み込み、AI自身による発話の評価・自律改善を実現
・高いEQ能力で断片的なユーザ情報を「物語」としてつなぎ、相手の背景
や状況まで汲み取った発話を生成

要素技術 市中技術差異点

基礎リサーチ宇宙 ネットワークフィジカルAI セキュリティ サステナビリティ UI/UX光量子AIOWN AI / tsuzumi

出展組織
NTT株式会社 人間情報研究所
株式会社NTTドコモ モバイルイノベーションテック部

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=B08
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断片的な情報を一つのストーリーとしてつなぎ、
ユーザの背景を理解

Connect fragmented information into a single story 
to understand the user’s background

ユーザの状況や気持ちを考慮した
高EQな発話を生成

Generates high EQ utterances 
that take into account the situation of user and AI

発話履歴を用い、
発話内容の品質(EQ)を
自律的・継続的に向上
Using utterance history
to autonomously 
and continuously

improve the quality (EQ)
of utterances
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